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し りと りを活 用 した点字学習支援シス テ ム の 開発 と評価
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〈概要 〉本論で は点字 の 学習にお い て モ チ ベ ー
シ ョ ン の 維持や 向上 が重 要で あ る と考え，しり と

り問題機能 を備 えた点字学習支援シ ス テ ム を開発 した。シ ス テ ム で の 学習者が シ ス テ ム を利用す

る こ とで モ チ ベ ー
シ ョ ン が下 が る こ とはなか っ た 。 15点満点 の 確認テ ス トにお い て ，し りと り問

題挑戦 グル
ープ別 曜日毎シ ス テ ム 利用 累積人 数で 見た際，未挑戦グル

ープに 比 べ て 挑戦グル
ープ

の 方が授業実施以外 の 曜 日 で も多く利用 し て お り
，

し り と り問題機能が 学習者 の モ チ ベ ーシ ョ ン

維持に寄与 し た こ とが期待 され る、

〈キー
ワ
ー ド〉点字 ， し りとり ，

3DCG
， 学習支援シ ス テ ム

，
モ チ ベ ーシ ョ ン

1 ．は じめに

　 日本訓盲点字 （以 降、点字 とす る）は縦3列

横 2列 で 構成 され た 6個 の 凸 点 の 有無で 1単位

（マ ス ）と し
， 触読する こ とが 出来 る文字で あ

る。点字を正 面 （凸 面）か ら見た場合 ， 図 1の 配

列 に な り左 上 の 点か ら1点 ， 右下 が 6点 と呼 称 さ

れ る。

　　　　　　　   
　　　　　　　   
　　　　　　　   
　　 図 1　点字に おける点の配 列 （凸面）

左 近 ［1］は緒言で 以下の 様に説明 して い る 。

抑點字 は佛國の 盲人ル
ーイ ブ レ イユ と云ゑ

る人の 創作に係 るもの に して 厚紙の 表面に

粟粒位の 小點 を凸隆せ しめ 指端 を以て 是 を

探 り讀むもの に して 即 ち盲人の 用 る文字な

り吾國 に て は東京盲唖 學校教諭石 川倉次 氏

の 考案せ る假名五拾音の 點字あ り （以下略

　 1825年 ， フ ラ ン ス の 教育者で あ り盲人 で もあ

るル イ ・ブライ ユ （LouisBraille ）が 6点点字

を開発 した
［2］
。こ の 文字の お かげで 多くの視覚

障害者た ち に よ る情報 の 受発信が行わ れ る こ

とにな っ た。

　点字を 日本に お い て も利用で き る よ うに と

官 立東京盲唖 学校の 教員で あ る石 川倉次が，同

僚や生徒 たちと 日本語 に合わ せ た ル ール を考

案 した。1890（明治23）年，文部省 におい て 石川

案 が採用 され た［3］。

　 文部科学省 ［4］
は 「図書館 の 設置及 び運営上の

望ま し い 基準 （告示第 172号）」 第二 章第一節 3

（四）ウ 「障害者に対す るサ
ービ ス 」にお い て ，

「市町村 立図書館は，点字資料，大活字本，録

音資料 ， 手 話や字幕入 りの 映像資料等の 整備 ・

提供 と い っ た サ
ービ ス の 充実 に努 め る こ と 」と

して い る 。 司書は こ れ らの サービ ス を提供す る

図書館の 専門的業務に従事す る （図書館法第四

条 2 ）。 従 っ て ， 司書は視覚障害者の 支援者 （以

降，支援者 と呼称）として の 役割 を持 っ て い る。

支援者 は点字資料 を利用者 へ 提供す る に あた

り，点字 の 仕組みや読み方，書 き方に加 え て ，

凸面 （指で 読む側）と凹 面 （書 く側）との 鏡像

関係 につ い て 理解 し て い る必 要が ある。

　元 木 ［5］は 凹 凸 の どち ら の 面 な の か を直観的

に 判断す る こ とが 出来る よ う，点字の 3DCGを搭

載 したWebべ 一ス の e
−Learningシ ス テ ム とし て ，

点字学習支援 シ ス テ ム 「点字 とい っ し ょ 13D」

を開発 した。図2は，同シ ス テ ム 搭載の 3DCGに
よ る点字 （凹面）表現例で ある。加 え て ，鏡像

関係 を確認す る こ とが 出来る よ う，3DCGを使 っ

た GIFア ニ メーシ ョ ン フ ァ イル も同シ ス テ ム へ

搭載 し参照 可能と し た。
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　司書資格取得 を 目指す学生 が多 く履修す る

授業に おい て 点字に関す る講義を実施 した後 ，

同シ ス テ ム を彼 らに 開放し ， 授業外に 自習をす

る よ う促 した 。 シ ス テ ム に お け る各学習者の 総

解答回 数 とシ ス テ ム 開放約 1か月 後実施 の テ ス

ト総得点に つ い て 相 関係数 を求 めた と こ ろ，
0．624 （t （48）＝ −2，48

， pく．01）で あ り，中程度

の 正 の 相関が 認め られ た 。

　 し か し ， 同 シ ス テ ム で の 自習 を 促 し た が

25名中4名 （16％）の 学習者が シ ス テ ム へ 1度 も

ア クセ ス しなか っ た 。 これ は学習者の モ チ ベ ー

シ ョ ン 欠如が原因の
一

っ と考え られ るが，今後

の 学習者 ア ン ケ
ー

トの 分析 を待ち た い 。

　金森 ら
［6］

は単な る ドリル 学習で はモ チベ ー

シ ョ ン の 維持 が難 し い こ とを指摘 し
，

「見 え な

い ライ バ ル 」 とネ ッ トワ ーク上 で 対戦で き る

「つ なが る学習シ ス テ ム 」を開発 し ， 実証 実験

を行 っ た。シ ス テ ム が同 レ ベ ル の 学習者 をグル

ープ化するこ とで ，学習者の 競争 へ の 意識が高

ま り，モ チベ ーシ ョ ン が維持されて い る可能性

を示唆 した。

　狩野 ら ［7］は ，医療分野に おける用例対訳 は評

価作業が単調 で作業者 に飽 きが来て し まい ，正

確 さの 低下を招 く恐れ を指摘 し た。そ こ で
， 楽

しさや 達成感な どの 要素を用 い た 用 例評価の

モ チ ベ ーシ ョ ン 維持支援シ ス テ ム を提案 し，実

装 した 。 そ の 中で ，
ユ
ー

ザが投稿 した用例 を他

者に評価され た場合，他者の 用例 を評価 したい

とい う相互評 価に繋が る こ とを明 らか に し た。

　そ こ で本論で は，点字は 言葉の
一

っ で あるこ

とに着 目 し ， 言 葉遊び の
一

つ として 有名な 「し

りとり」を一
つ の 機能 と して点字学習支援 シ ス

テ ム に 取 り込 み，学習効果や モ チ ベ ー
シ ョ ン に

つ い て 評価 を実施する こ とを 目的 とした 。

2 ．　 「し りと り」 に つ い て

　 シ ス テ ム に取 り込む 「言葉遊び」機能 を選 ぶ

にあた っ て ，9名 （4年生 ：8名 ，
OG ；1名）に ア ン ケ

ー トを2014年 5月 1日に実施 した。こ の ア ン ケ
ー

トは REAS［8］で 実施 した 。 設問 「こ とば遊び と聞

い て あ なた が思 い 浮か べ る もの を 自由にお 書

き くだ さい 。　 （自由記述問題）」 に対す る回答

で 2名以上 が挙げた もの は 「回文」 「なぞなぞ」

「おせ ん べ や けたか な 」　 「し り と り」 の 4つ で

あ っ た 。 中で も 「し りと り」 は 9名中8名が挙げ

て お り，全 員が遊 んだ経験が ある もの が 「し り

と り」 で あ っ た。

　與崎 ［9］
は小学校児童 の 語彙力を高め るた め ，

授業にお い て 学習導入 5分間を 「シ ョ
ー

ト言葉

遊び」 とし て 「しりとり」 等を取 り入れた 。 こ

の 指導は児童 の 言葉に対す る興味・関心 を高め ，

多 くの 語彙にふ れ させ るこ とに有効で ある こ

とが分か っ た と述べ て い る。

　こ れ らを踏ま え，本論で は 「し りと り」機能

を活用 し た点字学習支援 シ ス テ ム を 開発す る

こ と と し た。

3 ．シ ス テム

（1 ） シス テム概要

　本論にお ける点字学習支援 シ ス テ ム 「点字 と

い っ し ょ ！」 は Webの クライア ン ト
・サーバ シ

ス テ ム で ある。サーバ 環境は LAMP で 構成 して お

り，CentOS　5．11，Apache　2．2．3，　MySQL 　5，0，95，
PHP　 5．　3．3で あ る 。 本 シ ス テ ム に登録 され た学

習者はイ ン タ
ーネ ッ トへ の 接続 とWeb ブラ ウザ

を搭載 した端末が あれ ば原則 ， 点字の 学習をす

る こ とが でき る 。 学習者は ロ グイ ン 認証後，得

点 に応 じて高い レ ベ ル の 問題 に トライ す るこ

とが でき る。学習者が問題 の レ ベ ル と点字の 種

類 （「読み 点字 （凸面）もし くは，　 「書き点字

（凹面）」）を選択後，ラ ン ダム で 出題 が行わ

れ る。学 習者は先 ず 「基礎 問題 」　 （1マ ス の

50音や 2〜3マ ス の 単語 ）に取 り組 み ， 読み点字

と書 き点字双 方 に お い て 一定 の 得点 を超 える

と 「しりとり問題」 （5マ ス 長前後の 単語 5つ で

し りとりが
一

画 面 内で行われ る）が 開放 され る

（図3）。

例面画題出題問りとりしヨ図

（2 ）　 シ ス テ厶 運用

　本シ ス テ ム を授業の 受講者に公 開 し，授業時

間外で の 学習を促 した 。 当該授業 とは，鶴見大

学文学部 ドキ ュ メ ン テ
ーシ ョ ン 学科の 専門選

択科 目 の
一

つ で ある 「マ ル チ メデ ィ ア 概論」 で

ある 。 同学科学生の 多くが 司書資格取得を 目標

と して お り ， そ の 他の 学生 も含め て ，ICT社会

にお ける情報発信者 として ，知識や技術修得 の
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た めに 学ん で い る 。
こ の 授 業で は ， 高度情報化

社会 に お ける マ ル チ メ ディ ア や ICTの 応 用 に つ

い て 多面的 な視点か ら の 課題 や解決方法 に っ

い て 学ん で い る 。

　 2014年度前期 に開講 され て い る全 14回授業

（各90分）の 中で 7回 目 （2014年 5月 23 日）に本

シ ス テ ム へ の ロ グイ ン の 際必 要な ユ
ーザ登 録

作業を実施 し た。8回 目 （2014年 5月 30 日）で は

シ ス テ ム を受講者 へ 公 開 し
，

ロ グインや点字問

題 の 解答方法 ， 鏡像 関係 を確認 す るため の GIF

ア ニ メ等 の 利用方法に 関す るデ モ ン ス トレ ー

シ ョ ン と説明を行 っ た 。 本 シ ス テ ム は い つ で も

利 用 可 能 な 事 も説 明 し，少 な く と も学 期末

（2014年7月中旬）まで の 授業時間外 の 自習も

促 した。

4 ．調査

　7回 目の 授業で事前テ ス ト ・ア ン ケ
ー

トを実

施 した 。 8回 目の 授業 にお い て本 シ ス テ ム を受

講学生 へ 公 開 し ， そ の 上 で利用 を促 した 。
9回

目 （2014年 6月 6 日）の 授業で事後テ ス トを，

14回 目 （2014年7月 11日）の 授業で事後 ア ン ケ
ー

トと確認テ ス トを実施 した。よ っ て，本シ ス

テ ム の 利用 履歴 の 分析期間は ，
2014 年 5月 30日

か ら2014 年 7月 11 日まで である。調査対象の 学

生 数は ，
7−9

，
14回 目の 各授業全て に 出席 し て い

た 30名 で あ る 。
ア ン ケ

ー
トの 有効 回 答 数 は

28名 で あ る 。 第7回 目の 授業冒頭 で ，点字に 関

す る事前テ ス トと事前ア ン ケー トを実施 した。

テ ス トは 「読み 点字」を読む問題 と 「読み点字」

を書 くもの （凸点を黒 く塗 り潰す）， 「書き点

字」 を書 くもの （凹点を黒 く塗 り潰す），それ

ぞれ5問ず っ の 15点満 点で ある。

5 ．結果と考察

　事後ア ン ケ
ー トに よ る 学習者 の 自己 評価で

はあ るが ，自身が シ ス テ ム へ 頻繁 に ア クセ ス し

た方で ある との 評価 し て い る学生 で あ るほ ど ，

点字 に対 し て 興 味が 無い と い う自己評価は行

っ て い な い と言え よ う（図5）。 そ れ らの 相関係

数 を求 めた と こ ろ0．41で あ り，中程度の 正 の 相

関関係が認 められた。加 え て ，ノ ン パ ラメ トリ

ッ ク法 Wilcoxon検 定を実施 した と こ ろ有意で

あ っ た （p＜．001） 。
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図 5　シ ス テ ム へ の ア クセ ス 程度 と学習後の

　　 点字 へ の 興味に 関する学習者に よ る自

　　 己評価 に よる学習者の人数分布

※ 自己評価は，最低を0と し最高を3と した 。

　表 1と図6は ア ク セ ス ロ グ に基 づ き 「しりと り

問題」 挑戦の 有無 と シ ス テ ム 未使 用 者 の 3つ の

グ ル
ー

プ に分 け て 平均 点 を比 較 した も の であ

る。シ ス テ ム を利用 した 2つ の グル
ープが圧 倒

的 に テ ス トの 平均点 の 伸び が 良 い こ とが分か

る。そ し て ，し りと り問題 へ の 挑戦 を したグル

ープ の方 が更に 平均点が高 い こ とが分か る 。

表 1　グル
ープ毎テ ス ト平 均 点と標準偏差

テ ス ト 事 前（05／30）事 後 （06／06）確認 （07／1D

グル ープ 屋 ve 、 δ ave ． δ ave 、 δ

しりとり挑戦 者 0．290 ．767 」44 ．748 ．293 ，82
しりとり未 挑戦者 0．130 ．524 、OO4264 ．933 ．39
シス テム 未使 用 者 0．000 、000 ．801 ．000 ．800 ．71

※表中の ave ．は平均値 ，δは標準偏差を表す。
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一◎一しりとり挑韈者 ■i一し りと輦未鮨鯉庸 ・・■ ・・システ ム 車 使澪者

　　 図 6　グル
ープ毎テ ス ト平 均点

　 し りと り問題 挑戦 の 有無でグル ープに分 け，

6週 間 の 期間 にお い て 当該曜 日に シ ス テ ム を利

用 した人 数 を累積 した （図7）。両 グル ープ共

に金曜 目の 利用人数が多い が，これ は授業実施

曜 日で あ る こ とか らで あろ う。グル
ープ毎に 標

準偏差を求 めた と こ ろ挑戦 グ ル ープ は 5．01人
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に対 して未挑戦 グル
ープは9．　08人 で あ っ た。本

シ ス テ ム の 継続的利用 とい う観点にお い て ， し

りと り問題 挑戦グル
ープ の 学習者 の 方が継続

して 学習 してお り，しりと り問題機能が学習者

の モ チ ベ ー
シ ョ ン維 持 に 寄与 した こ とが期待

され る。

イ ム 評価支援 シ ス テ ム （REAS）を利用 し た。本研

究は 日本学術振 興会科学研 究費補助金 平成 25

年度挑戦的萌芽研究 （課題番号 ：25590290，研

究代表者 ：元木章博）に よる研究成果の
一

部で

あ る 。 ここに記 して感謝の 意 とする。
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6 ，まとめ

　 本論で は 点字の 学習 にお い て モ チベ ーシ ョ

ン の 維持や向上が重要で あると考 え，し りと り

問題機 能を備 えた点字学習支援 シ ス テ ム を開

発 し た。シ ス テ ム で の 学習者 が シ ス テ ム を利用

す る こ と で モ チ ベ ー
シ ョ ン が 下が る こ と は な

か っ た。15点満点の 確認 テ ス トに お い て ，し り

と り問題挑戦者 グル ープ の 方が未挑戦者 グル

ープ に比 べ て 3．36点高 い 平均点で ある。しりと

り問題 挑戦 グ ル ープ別曜 日毎 シ ス テ ム 利 用累

積人数で 見た 際，未挑戦グル
ー

プ に比 べ て 挑戦

グ ル
ー

プ の 方が 授業実施以外の 曜 日で も多く

シ ス テ ム を利用 して お り，しり とり問題機能が

学習者の モ チ ベ ー
シ ョ ン 維持 に 寄与 した こ と

が期待 され る 。
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